
地区計画の案等に関する申出 作成要領 

（１）申請図書 

添付 

順序 
名称 様式等 記入要領 

１ 地区計画等の案

等に関する申出 

書 

様式３－１ 

（市規則様式

第２号（第３

条関係）） 

□ 申出者の氏名には、ふりがなを記入すること。 

□ 地区計画の位置は、登記簿どおりに地名、地番を記入するこ

と（筆数が多い場合は、○○番外○筆とし、別紙に全ての地

名地番を記載し添付すること）。 

□ 地区計画の区域面積は、実測面積を記載すること（小数点第

３位以下を切捨て、小数点第２位まで記載すること）。 

□ 区域の整備、開発および保全の方針および地区整備計画の各

項目は、事前に都市計画課と協議の上、詳細に記入すること。 

２ 委任状 任意様式 □ 申出者以外の者が手続をする場合は添付すること。 

□ 代理人の住所、会社名、氏名、連絡先および委任事項を記入

すること。 

□ 申出者の住所および氏名を記入し、押印すること。 

３ 土地利用計画説

明書 

任意様式 □ 本地区において地区計画の策定が必要な理由を詳細に記入す

ること。 

□ 地区計画区域設定の考え方（原則として地形・地物等で区分

された街区単位とし、それによらない場合はその理由）を詳

細に記入すること。 

□ 土地利用計画（開発目的、造成計画、排水計画）について詳

細に記入すること。 

□ 分譲宅地開発を目的とする場合、宅地の販売計画（分譲時期、

分譲価格帯、収支見込み等）を詳細に記入すること。 

□ 案の申出、地区計画決定、開発申請および許可、開発工事の

着手および完了の予定（希望）スケジュールを記載すること。 

□ 申出者の住所、氏名、連絡先を記載すること。また、申出者

と開発事業者が異なる場合は、開発事業者の住所、氏名、連

絡先も明記すること。 

４ 区域内の土地所

有者等の一覧表 

様式３－２ 

（市規則様式

第３号（第３

条関係）） 

□ 土地、建物の所有者および他の権利者について明記すること。 

□ 同意が「無」の場合、その理由を別紙にて添付すること。 

□ 申出者が土地所有者等の場合、同意の有無欄には「－」と明

記すること。 

５ 同意書 様式３－３ 

（市規則様式

第４号（第３

条関係）） 

□ 土地所有者等の押印のある原本を添付すること。 

□ 正本に原本、副本に写しを添付すること。 

６ 関係自治会の同

意書 

任意様式 □ 関係自治会の自治会長の押印のある原本を添付すること。 

□ 正本に原本、副本に写しを添付すること。 



添付 

順序 
名称 様式等 記入要領 

７ 土地所有者等に

対する説明会報

告書 

様式３－４ 

（市規則様式

第５号（第３

条関係）） 

□ 土地所有者等からの質問・要望等、それに対する申出者の説

明・回答の内容を詳細に記入すること。 

□ 説明会等の開催について周知を行った通知文等、説明会の資

料および出席者名簿（申出者含む）を添付すること。 

８ 周辺住民等への

説明に関する報

告書 

様式３－５ 

（市規則様式

第６号（第３

条関係）） 

□ 周辺住民等からの質問・要望等、それに対する申出者の説明・

回答の内容を詳細に記入すること。 

□ 説明会等の開催について周知を行った通知文等、説明会の資

料および出席者名簿（申出者含む）を添付すること。 

９ 周辺環境等への

配慮に関する資

料 

様式３－６ 

（市規則様式

第７号（第３

条関係）） 

□ 当該申出により行われるまちづくりに伴い、現況の都市計画

に基づくまちづくりと比較して、周辺環境や周辺地域、防災

や交通に与える効果や影響、対応方法について検討し、その

内容を詳細に記入すること。 

10 現況写真 地区計画区域

および周辺部 

□ できる限り上部から撮影し、多方向から撮影すること。 

□ 道路、排水路等の状況を撮影すること。 

□ 地区計画区域を緑線、開発区域を赤線で明示すること。 

□ 写真の撮影年月日（申請日より３か月以内とすること。）を記

入すること。 

□ 撮影した写真の位置および向きを地図上（現況図と併用可）

で示すこと。 

11 対象となる土地

の登記所備付の

地図（公図）の写

し（字限図） 

地区計画区域

および周辺部 

□ 公図は申出日より３か月以内のものを添付すること。 

□ 地区計画区域を緑線、開発区域を赤線で明示すること。 

□ 里道は赤色、水路は青色に着色すること。 

□ 区域内の地番、地目、所有者名を明記すること。 

□ 隣接地の地番、地目、所有者名を明記すること。 

□ 調査者名、調査年月日を記入すること。 

12 土地の登記事項 

証明書 

地区計画区域

内のもの 

□ 土地の所有者等一覧表と同一順序に添付すること。 

□ 申請日より３か月以内の原本を添付すること。 

13 建物の登記事項 

証明書 

地区計画区域

内のもの 

□ 土地の所有者等一覧表と同一順序に添付すること。 

□ 申請日より３か月以内の原本を添付すること。 

14 事前審査要件処

理一覧表 

任意様式 □ 事前審査結果通知書の写し（副本に原本）を添付すること。 

□ 要件末尾に協議確認年月日を記入すること。 

□ 他法令の許可がある場合は法令名、許可番号、許可日を記入

し、許可書の写しを添付すること。 

□ 【協議不要】の意見についても、その意見および処理内容を

記載すること。 

15 土地利用計画協

議書 

様式２－４ □ 正本に写し、副本に原本を添付すること。 

□ 協議確認年月日を明記すること。 

□ 32 条協議がある場合は、協議書の写しを添付すること。 
  



（２）申請図面 

※図中の標高は、T.P.（東京湾中等潮位）で表示すること。 

添付 

順序 
名称 縮尺 記入要領 

16 位置図 1/10,000 □ 方位を記載すること。 

□ 地区計画区域を緑線で明示すること。 

17 付近見取図 1/2,500 □ 方位を記載すること。 

□ 地区計画区域を緑線、開発区域を赤線で明示すること。 

□ 周辺の道路は茶色、河川（水路）は青色に着色すること。 

18 現況平面図 1/500 以上 □ 方位を記載すること。 

□ 地区計画区域を緑線、開発区域を赤線で明示すること。 

□ 境界線名（敷地・道路）を明示すること。 

□ 道路、河川名および現況幅員を明記すること。 

□ 建築基準法上の道路種別を明記すること。 

□ 官民境界確定線を明示し、確定日および番号を明記すること。

地籍調査実施済みである場合は、その旨を明記すること。 

□ 区域内の土地の地番、地目、所有者名、地盤高を記載すること。 

□ 隣接地の土地の地番、地目、所有者名、地盤高を記載すること。 

□ 既設の建築物を明示し、解体する場合は除却と明記すること。 

□ 既設の構造物の位置、種類、高さおよび延長を記載すること。 

□ 既設の構造物を利用する場合は既設、除却する場合は除却と明

記すること。 

□ 図面の作成者名を記入すること。 
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土地利用計画 

平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/500 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 方位を記載すること。 

□ 地区計画区域を緑線、開発区域を赤線で明示すること。 

□ 境界線名（敷地・道路）を明示すること。 

□ 道路、河川名および現況幅員を明記すること。 

□ 建築基準法上の道路種別を明記すること。 

□ 官民境界確定線を明示し、確定日および番号を明記すること。

地籍調査実施済みである場合は、その旨を明記すること。 

□ 地区施設として定める箇所を明確に表示すること。 

□ 施設区分別に薄く着色し、凡例を記載すること。 

  宅地－黄、道路－茶、公園－黄緑、緑地－緑、 

水路・調整池－青、その他公益用地－赤 

□ 公共施設（道路、公園、消防施設、ごみ集積所用地等）の位置、

形状を明示すること。 

□ 各施設別の面積を記載すること。 

□ 宅地（一区画）面積を記載すること。 

□ 宅地、公共施設ごとの計画地盤高を明示すること。 

□ 開発区域内道路の幅員、延長、中心線、勾配および交差点の計



添付 

順序 
名称 縮尺 記入要領 

19 土地利用計画 

平面図 

1/500 以上 画高、隅切り長を明示すること。 

□ 公共下水道の場合は汚水枡の位置を、合併浄化槽を設置する場

合は位置、形状、人槽および放流管を明示すること。 

□ 構造物（擁壁等）の位置、種類、高さおよび延長（既設構造物

を含む）を記載すること。 

□ 既設構造物を利用する場合は、その旨を明示すること。 

□ 排水管の管種、管径、勾配および流末の排水量を明示すること。 

□ 遊水池（調整池）の位置および形状を明示し、容量等を記載す

ること。 

□ 法面（がけを含む）の位置、形状および勾配を明示すること。 

□ 他法令等において施工される構造物の位置、形状寸法等を記載

すること。 

□ 図面の作成者名を記入すること。 

20 造成計画平面図 1/500 以上 □ 方位を記載すること。 

□ 地区計画区域を緑線、開発区域を赤線で明示すること。 

□ 境界線名（敷地・道路）を明示すること。 

□ 切盛土部別に薄く着色し、凡例を明示すること。 

  切土部－黄、盛土部－赤 

□ 宅地、公共施設ごとの計画地盤高を明示すること。 

□ 構造物（擁壁等）の位置、種類、高さおよび延長（既設構造物

を含む）を記載すること。 

□ 既設構造物を利用する場合は、その旨を明示すること。 

□ 法面（がけを含む）の位置、形状および勾配を明示すること。 

□ 断面図の位置を明示し、対照可能な記号番号を明示すること。 

□ 遊水池（調整池）の位置および形状を明示すること。 

□ 図面の作成者名を記入すること。 
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排水計画平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/500 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 方位を記載すること。 

□ 地区計画区域を緑線、開発区域を赤線で明示すること。 

□ 境界線名（敷地・道路）を明示すること。 

□ 排水区域の区域界を明示し、区域ごとの集水面積を明記するこ

と。 

□ 宅地、公共施設ごとの計画地盤高を明示すること。 

□ 道路側溝その他の排水施設の位置、形状寸法を記載すること。 

□ 排水管の管種、管径、勾配および流末の排水量を明示すること。 

□ 遊水池（調整池）の位置および形状を明示し、容量等を記載す

ること。 

□ 水の流れの方向を詳細に明示すること。 

□ 公共下水道の場合は、汚水枡の位置と汚水管を明示すること。 



添付 

順序 
名称 縮尺 記入要領 

21 排水計画平面図 1/500 以上 □ 合併浄化槽を設置する場合は、位置、形状、人槽および放流管

を明示すること。 

□ 他法令等において施工される構造物の位置、形状寸法等を記載

すること。 

□ 図面の作成者名を記入すること。 

22 給水計画平面図 1/500 以上 □ 方位を記載すること。 

□ 地区計画区域を緑線、開発区域を赤線で明示すること。 

□ 境界線名（敷地・道路）を明示すること。 

□ 給水施設の位置、形状、内のり寸法を記載すること。 

□ 取水方法を明示すること。 

□ 消火栓、防火水槽の位置を明示すること。 

□ 図面の作成者名を記入すること。 

23 造成計画断面図 1/200 以上 □ 地区計画区域を緑線、開発区域を赤線で明示すること。 

□ 境界線名（敷地・道路）を明示すること。 

□ 官民境界確定線を明示し、確定日および番号を明記すること。

地籍調査実施済みである場合は、その旨を明記すること。 

□ 切土または盛土をする前後の地盤面を明示すること。 

□ 計画地盤高を明示（端部、変化点等）すること。 

□ 切土部は黄色、盛土部は赤色で薄く着色すること。 

□ 断面は 20ｍ間隔とし、変化点では、適宜明示すること。 

□ 断面は予定建築物を２方向通る位置とし、予定建築物を明示す

ること。 

□ 法勾配、法長を記載すること。 

□ 断面は断片的でなく、全体を表すこと。 

□ 開発区域境界部の構造物を明示すること。 

□ 構造物が既設の場合は、その旨明示のこと。 

□ 図面の作成者名を記入すること。 

24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/50 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 他図（平面図、断面図）との併記は認めない。 

□ 擁壁の寸法および勾配を明示すること。 

□ 擁壁のメーカー、材料、種類を明示すること。 

□ 擁壁の裏込めコンクリートおよび透水層の位置寸法を明示す

ること。 

□ 擁壁を設置する前面・背面の地盤面を明示し、見え高および根

入れ長を明記すること。 

□ 擁壁の基礎地盤の土質、擁壁を設置する際に求められる地耐力

および現場での確認事項を明示すること。 

□ 擁壁の水抜穴の位置および寸法を明示すること。 

□ 鉄筋コンクリート擁壁の配筋図を添付すること。 



添付 

順序 
名称 縮尺 記入要領 

24 構造図 1/50 以上 □ 擁壁の鉄筋の位置、径および間隔、かぶり厚さを明示すること。 

□ 擁壁に対する地盤改良や基礎杭等の位置、材料および寸法を記

載すること。 

□ 雨水排水構造物の形状寸法を記載すること。 

□ 雨水排水枡等の泥溜めの深さを明示すること。 

□ 構造図の枚数が多い場合は、系統別（排水施設、擁壁）に記載

すること。 

□ 各構造物の記号は、造成計画平面図の記号と対照可能なものと

すること。 

□ 既設構造物についても作成し、既設であることを記載するこ

と。 

□ 図面の作成者名を記入すること。 

25 求積図 1/500 以上 □ 開発区域全体の丈量を添付すること。 

□ 宅地別丈量を添付すること。 

□ 公共公益施設用地および道路用地の丈量を添付すること。 

□ 求積表はできる限り同一図面に記載すること。 

□ 外周長（辺長）を記入すること。 

□ 道路後退がある場合は、道路後退後の求積も明示すること。 

□ 緑地がある場合は、緑地面積がわかるようにすること。 

□ 図面の作成者名を記入すること。 

26 建築物平面図・

立面図 

1/100 以上 □ 予定建築物がある場合は添付すること。 

□ 配置図、各階平面図および二面以上の立面図を記載すること。 

□ 建築面積、延床面積を明示すること。 

□ 面積表を明示し、その根拠が分かるように記載すること。 

□ 立面図に最高高さを明示すること（分譲宅地は除く。）。 

□ 図面の作成者名を記入すること。 

 


